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WomenandtheGenderBoundary

inthe.ElizabethanEngland

HAMADAAyano

Thewomenwhowereactiveandself-reliantinsixteenth-andearly

seventeenth-century ,Englandarereflectedinthefemalemaincharactersin

Shakespeare'splayswhofreelyspeakout,behaveastheylike,andpursue

theirfortunes.Thepatriarchalsocietyinthosedaysimposedonwomenthe

threevirtues‐obedience,silence,andchastityinordertopreservethe

socialorder.Thebasisofthisideawasthatbecauseoftheirinferiority

womenshouldbegovernedbyrnen.However,humanisticeducation,which

EnglishhumanistslikeThomasMoreadvocated,wasgivennotonlytoboys

butalsotogirlsinthenoblefamilies,sothatgirlscouldbegoodwivesand

goodmothers.FallowingMore'sideas,JuanLuisVivestutoredMaryIto

respectthethreevirtues,especiallysilence.OntheotherhandElizabethI

wasinstructedbyRogerAscham,whoencouragedhertomastereloquence,

nottobesilent.Thankstoheroratoryskills,Elizabethcoulddeliver

elaboratepublicspeechesandsuccessfullycreatedauniqueandrogynous

imageamongthepeople,therebycontrollinghermalesubjectsandthe

country.Herandrogynousqualityismirroredinthewomenin

Shakespeare'splayswhodisguisethemselvesinmaleattire,suchas

RosalindinAsYouLikeitandViolainTwelfthNight.Disguiseprovides

theheroineswitheloquence,activeness,determination,andself-reliance.
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エリザベス女王の時代を生きた女性たち

一現実 と虚構のはざまで一*

濱 田 あやの

シェイクス ピアの劇 には、 自 らの言葉 で語 り、 自分の意思 に したが っ

て振 るまう、行動的で主体的 な女性が多 く登場す る。 なかには、男装す

るヒロイ ンもいる。当時の16世 紀後半か ら17世 紀初頭のイギ リスの父

権制社会 は、女性 に沈黙 ・貞節 ・従順 とい う3美 徳を課 した。 それを考

え ると、劇 に登場す る主体的な女性 たちはその3美 徳か ら逸脱 している

よ うにみえ る。 また、 リー ・S・ マーカスが指摘 して いるよ うに、 シェ

イクス ピア劇の男装 した行動 的な ヒロインたちの登場 は、 エ リザベス女

王の治世の終わ り頃に集中 している。 この ことは、 シェイクス ピア劇の

主体的な女性たちが当時 の社会事情 と何 らかの関わ りがあることを示唆

しているのではないだろ うか1。

まず、当時の父権制社会が女性 に課 した3美 徳 にっいて、絵画や木版

画 などの視覚資料 も用 いて、具体 的に検証 してい く。本論文で は、3美

徳 の うち 「沈黙」 に注 目 したい。 なぜな ら、 それを検証 する ことによ り、

父権制社会 にお ける男性 の女性観 が明 らか になり、他の2っ の美徳の意

義 も明確 になると考え られ るか らである。

また、「沈黙」 と当時の人文主義 による女子教育 との関連 について考

察す る。 メア リー1世(MaryI,1516-58:在 位1553-58)と エ リザベス

1世(ElizabethI,1533-1603:在 位1558-1003)の 受 けた教育 の違 いは、

それぞれがお こな った演説 を細か くみてい くことで明 らかにな るだろう。
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メア リ1世 とは対象的に、 エ リザベス1世 が巧みに国家 を統治すること

がで きた要因の1っ として、教育によ って培 われた雄弁術を活か し、 い

か に して両性具有 のイメージを利用 したかを提示 したい。

最後に、 シェイクス ピア劇 に登場す る主体的 な女性たちのなかか ら、

エ リザベス女王の創 り上 げた両性具有のイメージと特 に関連す る、男装

す る ヒロイ ンと して 「お気 に召す まま』(AsYouLikelt)の ロザ リン

ドと 『十二 夜」(TwelfthNight)の ヴ ァイ オ ラを取 り上 げる。彼 女 た

ちの行動を通 して、 自らの言葉 で語 り行動的で主体性 をもった シェイク

スピア劇の女性 たちが、 エ リザベス1世 を筆頭 に、才能 を活か して活躍

した当時の教養 ある女性 たちの照 り返 しを受 けて いることを指摘 したい。

1.16世 紀後半～17世 紀初期の父権制社会と女子教育

1)女 性 に求 め られ た3つ の 美 徳(silence,chastity,obedience)

シ ェ イ ク ス ピア の 生 き た16世 紀 後 半 ～17世 紀 初 期 の イ ギ リス は、 頑

な まで の 父権 制社 会 で あ った。 この よ うな社 会制 度 の中で は、女 性 は男

性 に従 うこ とを要 求 され る。 シェイ クス ピアの 『真 夏 の夜 の夢』 の冒頭

の場 面(MidsummerNight'sDream:1.1.46-51)は 、 そ れ を 端 的 に 示

して い る2。 父 に 逆 ら い、 自分 の 選 ん だ 人 と結 婚 しよ う とす るハ ー ミア

を諭 そ うと、 アテ ネの公爵 の シー シウスが 「そな た に と って父 は神 の よ

うな ものだ …父 の判 断一 っで死 ぬ も生 きる も決 ま るの だ」 と述べ る。 こ

の台詞 か らわか るよ うに、 娘 は父親 に、 そ して結婚 した後 は、妻 は夫 に、

絶対 的 に従 うべ きで あ る と考 え られ て いた。

父権制 社 会 を保 っ ため に、 女性 に は3つ の美 徳(沈 黙 ・貞 節 ・従 順)

が 課 せ られ て い た。 この3美 徳 は、1っ ず っ バ ラバ ラ に成 り立 っ もの で

は な く、互 い に深 く関連 して い る。
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「貞 節 」(chastity)と 「沈 黙 」(silence)は 男 性 に対 す る女 性 の 態 度

と し て 重 視 さ れ た。 「閉 じた 口」(`closedmouth')は 「閉 じ た 身 体 」

(`closedbody')を 意 味 す る と考 え られ て い た の で あ る3。 つ ま り、 「口

答 え せ ず に黙 って 男性(夫)に 従 う」=「 性 的 に も従1順 」 な 女 性 と して

み な さ れ 、 反 対 に、 「自分 の意 見 を述 べ る」 こ とは 「男 性(夫)に 反 抗

的 」=「 性 的 に も奔 放 」 な女 性 と して み な され た。男 性 に 口答 えせ ず沈

黙 し従順 で あ る ことが美 徳 と して、 女性 達 に課 され たので あ る。

この よ うな女性 の3美 徳 は絵 画 や 木 版 画 な ど に も描 か れ て い る。 と く

に、針 仕 事 は3美 徳 の 象 徴 と み な さ れ て い た。 これ に は、聖 母 マ リア

(VirginMary)と の 関 連 が み て とれ る。

『ヤ コ ブ原 福音 書 』(The.BookofJames)の 受 胎 告 知(Annunciation:

10.1-2,11.1)の 場 面 で 、 マ リア は ま ず 井 戸 で 水 を汲 ん で い る ときに、

次 いで、神 殿 を飾 るた めの紫布 を織 って い る ときに も天使 の声 を聞 い た、

と記 され て い る。 挿 絵(Fig.1)は 、 そ の 場 面 を 描 い た絵 画 で あ る4。

左 側 に は水 を汲 む マ リア が、 右側 に は水汲 み か ら戻 り布 織 り仕事 に従事

す るマ リアが描 か れて い る。

そ の後 、 マ リア は ヨセ ブの妻 とな り、 イ エスの母 とな るが、以前 と し

て針仕 事 と結 びっ け られて い る。 『カ トリー ヌ ・ド ・ク レー ヴの時疇書』

(TheHoursofCatherine(≧ プC伽 θs,c.1450)の 中 に収 め られ た 挿 絵 の

1枚(Fig.2)で 、 「仕 事 に い そ しむ 聖 家 族 」(HolyFamilyatWork)

と い う タ イ トル を っ け られ た細 密 画 で あ る5。 左 側 に 、 機 織 を して い る

聖 母 マ リアが、手 前 に は、幼 いイ エスが、 そ して奥 の方 に は ヨセ ブが描

か れて い る。 聖母 マ リアが糸紡 ぎや機織 りな どの針仕 事 を して い るの だ

か ら、針仕 事 は卑 しい仕事 で はな く、 む しろ、理 想 的 な女 性 の シ ンボル

と して みな され るよ うに な る。 しか し、 同時 に、針 仕事 は女性 を家 の中

に閉 じ込 め る結 果 に もっ なが った。



エリザベス女王の時代を生きた女性たち29

薩

譲愛翼

質

ロヨ〃
"轟

』
¶
.
'
翻

イ

・
.
言
`

熱∴攣
多

.

(
.・蒲

ρ

ロ
ヒ

リ

「自

糞

+
.'

く

.
葬

ド

・

、

賢

ゐ

・

・

鶏

魂
題二#
. '

■

占

'

皇
諺

弧
卜
'疑

リセ

塞

　
『

`

.パ

・

賦
箪

献

黙

「

「

サ
冥
△

、

嘲

囲

螺
醗
脇

寄
そ

懇
難

鷹

駄
ー
ー

、

'

ρ

亀
瀞

ら

ね

諺

曜

ぜ
ー

轟
,
.
}

正

「

鼻

'
・ー

聖
`

-

∵

魯

`
・

・

コ

ァ

ヒ

り

　

-

{

・
ヅ

託

・
葦
ー

ノ

●

"

㍗

,

、

臼

、

β

'

レ
.ミ

U
鵬
・
.'

ロ

ニ

ノ

ロ

論
攣

・
㌢

・

・
,
"
サ
篭

義

　

へ

ほ

糞

燃

淫

「
・
・

轄
衛携
堂

議

智
O

祠

い」

鐵

"

腫
謬

'
懸
難

=

署
鼠

露鰍
か
響

宏

.

,

.

・

'

」

・

・オ

+

r

「

,

覧塑

…
'

蛉

懇

・
鋸

.

,.
粥

.

、

癒

騰

、,
・
灘

.、繭
躍

鱗

趣 ・

Fig.1`Annunciation,'HomiliesoftheMonkJacobus{Rome,Vatican)

15世 紀 の一 般 家 庭 にお け る女 性 の役 割 を 示 した 「家 庭 内 教 育」

(DomesticEducation,JohanneBaher,1476)と い うタイ トルの木版

画が ある(Fig.3)6。 糸紡 ぎを してい る母 と、母 を見 なが らそれをまね

ている娘が描かれている。 これは、出歩かず、家の中で糸紡 ぎ ・針仕事

にいそ しむのが女性 の仕事であると示 している。 また、母親が針仕事 を

娘 に教 えるという、母親 の教育的役割 を も示唆 して いる。糸紡 ぎをす る

母娘の傍 らで、父親 はお金をかぞえ、小 さな息子 は本 を読 んでいる。 こ

れは、金や文字(言 葉)が 男性 の権威に属す ることを暗示 してい るとい

えよ う。

このよ うな絵画や木版画 などか らも、 当時の父権制社会 において、針
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Fig.3JohannBamler,`DomesticEducation'



32

仕 事 が理想 的 な女 性 の仕 事 とみ な され て いた のが わか る。

シェイ クス ピァの劇 に も、縫 い物 をす る女性 が理想 的 な女性 と して登

場 す る。例 えば、 『コ リオ レイナ ス』(Coriolanus)の 中 で 、 武 将 コ リオ

レイ ナ ス の 妻 ヴ ァー ジ リア(Virgilia)は 、 男 性 に対 して 臆 さず に発 言

す る彼 の母 親 ヴ ォ ラムニ ア(Volumnia)と は対 照 的 に 、3美 徳 を そ な

え た 女 性 と して 描 か れ て い る。友 人 ヴ ァ レー リア(Valeria)が 訪 ね て

来 た時 、 ヴ ァー ジ リア と ヴ ォ ラムニ アは家 のなか で椅子 に腰 掛 け針仕事

を して いた。二 人 を見 て、 ヴ ァ レー リア は 「外 出な さ らず よ く家 のお仕

事 に精 を だ され ま す こ と」(`Youaremanifesthousekeepers.'[1.3.

51-52])と 言 っ た 後 、 「縫 い物 な ど や め て 、 今 日の午 後 は私 に付 き合 っ

て家事 を一 切 忘 れ て くだ さいな」(`Come,1adyasideyourstitchery,I

musthaveyouplaytheidlehuswifewithmethisafternoon.'[G9-

70])と 誘 う。 ヴ ォ ラ ム ニ は 即 座 に 賛 成 す るが、 ヴ ァー ジ リア は頑 なに

断 り、 針 仕事 を続 ける。家事 に勤 しむ ヴ ァー ジ リア に、 ヴ ァレー リアは

「ペ ネ ロ ペ2世 に な ろ う と い う の ね 」(`Youwouldbeanother

Penelope.'[82])と 冗 談 を 言 う。 オ デ ュ ッ セ ウ ス作 の ロー マ神 話 に登

場 す るユ リシーズの妻 ペ ネ ロペ は、夫 が不 在 中、 さま ざま な誘惑 を しか

け られ るが意 に介 さず、 糸 を紡 ぎなが ら夫 の帰 りを待 った こ とか ら、貞

節 の代名 詞 と して使 わ れて い た。 シェイ クス ピァ と同時 代 の ロバ ー ド ・

グ リ ー一ン(RobertGreene,1560-92)も 『ペ ネ ロ ペ の 織 物 」(The

Penelope'sWeb,1587)と い う著 書 で 、 ペ ネ ロペ を貞 節 の 理想 像 と して

描 いて い る。家 事 を放棄 して外 で遊 ん だ りせ ず、 しっか り家 を守 って い

る ヴ ァー ジ リアをペ ネ ロペ に重 ね る こ とで、 ヴ ァー ジ リアが3美 徳 を も

っ 理 想 的 な女 性 と して 描 か れて い るので あ る。

女 性 の3美 徳 は、 エ ンブ レム ・ブ ック な どの木 版 画 を とお して、 エ リ

ザ ベ ス朝 時代 に も人 々に広 く知 られて い た。 シェイ クス ピア も目に した
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と い わ れ て い る ホ イ ッ ト ニ ー の エ ン ブ レ ム 集(GeffreyWhitney,A

嚢
聯
辮
勲
嬢
鱗

ChoiceofEmblems,1586)に も 「妻 の 美 徳 」(Virtuesofawife)と 題

さ れ る エ ン ブ レ ム が 収 め ら れ て い る(Fig.4)7。 女 性 が 口 に 指 を 当 て て

い る(`Herfingerstaieshertongue')の は 、 沈 黙 を 示 して い る8。 こ

の 版 画 の 下 に 記 さ れ て い る詩 に は 、 こ の 女 性 の 謙 遜 の 表 情 は 女 性 の 貞 節

さ を あ ら わ し て い る と 述 べ ら れ て い る(`Themodestlookes,doe

sheaveherhonestlife')。 手 に 持 っ1!の 束 は(夫 の)財 産 ・家 庭 を 守 る

こ と を 示 し て お り、 足 元 に い る 亀(`Thetortoysewarnes,athometo

spendherdaies')は 、 出 歩 か ず 家 に 留 ま る こ と を 意 味 し て い る。

ホ イ ッ トニ ー の エ ン ブ レ ム集 か ら お よ そ30年 後 に 出 版 さ れ た エ ン ブ

レ ム 集(ThomasCombe,TheTheatreoftheFine、devices,1614)に

も、 女 性 の 美 徳 に 関 す る 同 様 の 木 版 画 が 収 め ら れ て い る(Fig.5)9。 こ
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の 版 画 の女 性 も、 口 に 手 を あ て て 沈黙 の美 徳 を示 して い る。手 に は(夫

の)財 産 を 守 り家 事 に い そ しみ 家 庭 を守 る ことを意 味す る、大 きな鍵 を

持 って い る。 そ して、 ホイ ッ トニーの版 画 と同 じよ うに、 足元 の亀 は、

出歩 かず家 に留 ま る ことを意 味 して い る。

この よ うに、 女 性 に課 され た3美 徳 は、 絵 画 や 版 画 の題 材 に な り、 よ

い女 性 の お手 本 と して繰 り返 し強調 され た。3美 徳 の うち 、 と くに、 沈

識'鑛 縣燃瑠響灘 鍵 論・
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黙=貞 節 とみ なされ、『新約聖書』 のパ ウロによ る 「コ リン ト人 の手紙

1」(14:34-35)に 基づ いて、女性 が教会 な どの公 の場 で話 す こと も禁

じられていた。また、女性が執筆活動 を して出版す るの も社会的な男女

の規範 か ら逸脱 しているとみなされ、女性 の言語活動 はかな り制限 され

ていた。女性 はまず、「針仕事」な どの家事 を身 にっ けるのが大事 で、

学問をす る必要 はない と考え られて いた。

男性が権力を握 る時代 に、女性 も男性 と同 じよ うに教育を受 けるべ き

だ という画期的な考 えを打 ち出 し、実践 したのが、人文学者 トマス ・モ

ア(ThomasMore,1478-1535)で あった。

トマス ・モアは、学 問は男性 ものとされていた時代 に、女性 も男性 と

同 じように教育 を受 けるべ きだと提唱 し、 自分 の子供たちに男女 のわ け

隔てな く人文教育を施 した。 当時の男子 は、 ラテ ン語やギ リシャ語の古

典語、 そ して フランス語 ・スペイ ン語 ・イタ リア語 などの外国語 を習得

するように教育 された。同 じことを、 モアは女子 にも施 した。なかで も、

モアの長女 マー一ガ レッ トは、 エラスムスの著書 を ラテ ン語か ら英語 に訳

して出版す るほどの ラテ ン語学者であ った といわれている。

モアの提唱 した女子教育 は、学問 は男子の もの と考え られていた時代

には画期的 な もので あったが、 その最終 目的 は、「将来(男 子 は公的 に

役 に立っよ うな人物 にな るために)、 女子 は夫 を支え る良 き妻、子供 を

育てる良 き母 になるため」であ り、父権制社会の原則 を逸脱す るもので

はなか った10。 この考 えは、モアの 『ユー トピア』(Utopia,1516)の な

か に も うか が え る。 この な か で モ ア は、女 性 を 「弱 い性」(`asthe

weakersorte')と してみな してお り、そのよ うな女性 たちにふ さわ し

い作業 は 「針仕事」(`wullandflaxe')で あ ると して いる11。 モアの長

女 マーガ レッ トは法律家(WilliamRoper)と 結婚 し、5人 の子供 を育

てあげ、従順 な妻、そ して良 き母 と しての役割を果 た した。 この意味で、
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マーガ レッ トはモアの教育 目的を実現 した といえ るだ ろう。

モアの女子教育 は、最終的には父権制社会 の枠組みにそ うような女性

を育て るというものであ ったが、男子 と同 じよ うに女子 にも古典語や外

国語 を学 ばせ るの は、 当時 として は革新的 な ものであり、 ヘ ンリー8世

の子供達 たちの教育方針 にも影響を与え、実際 に、 メア リー1世 やエ リ

ザベス1世 は人文主義教育 を受 けた。

2)メ ア リー1世 と エ リザ ベ ス1世 の 教 育

メ ア リ ー1世 は 、 王 女 時 代 に 、 ス ペ イ ン の 人 文 学 者 ホ ア ン ・ロ ドヴ ィ

コ ス ・ヴ ィ ヴ ェ ス(JuanLuisVives ,1492/3-1540)の 方 針 に そ って 、

教 育 さ れ た 。 ヴ ィ ヴ ェ ス は 『キ リ ス ト 教 徒 の 女 性 の 教 育 』(De

InstitutionsFeminaeChristianaeCTheEducationofaChristian

Woman],1523)を 執 筆 し、 メ ア リ ー の 母 キ ャ サ リ ン ・オ ヴ ・ア ラ ゴ ン

に 献 上 し た 。 こ の 教 育 書 に は、 父 権 制 社 会 に お い て 理 想 的 女 性 と は ど う

あ る べ き か と い う教 え が 書 か れ て お り 、 メ ア リー は ヴ ィ ヴ ェ ス の 教 え を

生 涯 守 っ て い く こ と に な る 。

ヴ ィ ヴ ェ ス は 、 理 想 的 な 女 性 の 象 徴 と み な さ れ て い る 針 仕 事 を 「女 子

が 身 に つ け る べ き 一一番 重 要 な こ と 」(`howtoworkwithwooland

flax,twoarts[…]whichshouldbeamatterofprimeconcernfor

women')と して い る12。 ま た 、 「出 歩 か ず 家 に 留 ま り、 で し ゃ ば らず 黙

っ て い る こ と」(`Ifsheisagoodwoman,itisbestthatshestayat

homeandbeunknowntoothers[…]beretiringandsilent.f)を

よ い 女 性 の 条 件 と して い る13。

こ の 教 育 書 の な か で 、 注 目 す べ き点 は、 ヴ ィ ヴ ェ ス が 女 性 の3美 徳 の

う ち 「貞 節 」(chastity)を 最 も 重 要 と み な し て い る 点 で あ る(`Ina

woman,chastityistheequivalentofallvirtues.')14。 そ れ ゆ え に 、
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女性 に は 「上 手 く話 せ る能 力 は必要 な い」 と し、 「貞 節」(chastity)を

守 る よ う に 説 い て い る(`inawoman,noonerequireseloquenceor

talentorwisdomorprofessionalskillsoradministrationofthe

republicorjusticegenerosity;nooneasksanythingofherbut

chastity.')15。 さ ら に、 「沈 黙 は女 性 に と っ て 特 筆 す べ き美 徳」(`itisa

beautifulandoutstandingvirtueinawomantocontrolthe

tongue.')と も述 べ て い る16。 ヴ ィベ ス の こ の よ う な指 導 に は、 「閉 じ

た 口」 は 「閉 じた身体 」 を意 味 す る とい う考 えが反 映 されて い る。

メ ア リー は王女 時代 に、将 来 の君 主 と して必要 な ラテ ン語 を習得 し高

い教 養 を身 につ けた。 上手 に話 す能 力 は女性 に は不 要 と考 え て いた ヴ ィ

ヴェスで あ ったが、 メア リー は、将 来 国 を治 め るか も しれ な い立 場 にあ

るので、統 治 者 と して必要 な弁 論術 も教 えた。 メ ア リーが即位 後 にお こ

な った数 々の巧 み な演 説 は、彼女 の高 いス ピー チ能 力 を示 して い る。 例

え ば、1554年 、 トマ ス ・ワ イ ア ッ ト(ThomasWyatt)の 乱 が 起 き た

時 、 メ ア リー1世 は ロ ン ドンの ギ ル ド ・ホ ー ル に出か け、市長 を代表 と

す る市 のお偉 方 を まえ に、母性 的 なイ メー ジを利 用 して巧 み な演 説 を し、

反乱 をお さめ て い る。

WhatIamyetrightwellknow.IamyourQueen[…]And

Isaytoyou,onthewordofaprince,C…]certainlyifa

princeandgovernormayasnaturallyandearnestlylave

hersubjectsasthemotherdothlovethechild,thatassure

yourselvesthatI,beingyourladyandmistress,doas

earnestlyandtenderlyloveandfavouryou17.

私 が何者 であるか、 あなた方 はよ くおわか りで しょう。私 はあな

た方 の女王。その君主 の言葉 にか けて申 しますが、母が子を愛す
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るの と同 じように、為政者 は当然その臣民を心か ら愛す るもので

す。 あなた方の女主人である私 も、同 じよ うに、 あなた方を心か

ら慈 しみ愛 しているのですか ら。

`yourQueen'`yourladyandmistress'な ど の 語 句 を 巧 み に 使 い
、 母

性 愛 の イ メー ジや 自分 が守 るべ き弱 い女性 で あ る ことを強調 し、 男性 臣

下 や国民 の支 持 を得 るの を に成功 し、 ワイア ッ トの乱 を鎮 めた。

メ ア リー は ス ペ イ ン王 フ ィ リ ップ(PhilipofSpain)と 結 婚 し た の

ち、 ヴ ィ ヴ ェ ス の 教 え に従 って夫 を たて る従 順 な妻 と して振舞 うよ うに

務 め た。 男性 の側 近 や家 臣 を束 ね て、 イ ギ リス国民 を治 め る女王 の立場

に あ って も、 ヴ ィヴェスの教 えの通 り、 男性 に従 うべ きで あ る とい うこ

とを実践 した。 そ の結 果、 メ ア リー はそ の治 世 の最後 に、 スペ イ ンとフ

ラ ンスの戦争 に介 入 し、夫 の国 スペ イ ン側 にっ き フ ラ ンス と戦 ったた め

に、 ヨー ロ ッパ大 陸 にあ った唯0の イ ギ リス領 カ レー地 方 を失 い、 イ ギ

リスに大 きな打撃 を与 え た。 メア リー は従順 な妻 と して の立場 と国 を治

め る者 と して の立 場 の矛盾 に苦 しみ、最 後 には、 ヴ ィヴェスの教 え にな

らって、 夫 に従 う妻 と して の立場 を選 択 した。 この ことが、国家 に悲惨

な結 果 を もた らす ことにな った。

1558年 、 メ ア リー1世 が 亡 くな り、 そ の 後 を 継 ぎ、 イ ギ リス に繁 栄

を もた ら した のが エ リザ ベ ス1世 で あ る。 エ リザ ベ ス は、 ケ ンブ リッジ

大 学 の人 文 学 者 ロ ジ ャー ・ア ス カ ム(RogerAscham,1515-68)の も

と、 古 典 語 や 外 国 語 な どの 人 文教 育 を受 け た。 「女 は沈 黙 す べ し」 と し

て弁論 術 を身 につ け るの を禁 じた ヴ ィベ ス とは違 って、 ア スカ ムは 「話

す こ と」、 と くに ラテ ン語 の弁 論 術 を身 につ け る こ とを エ リザ ベ ス に奨

励 した。

ア ス カ ム は、著 書 『学 校 の先 生 』(TheSchoolmaster,1570)で 、 ラ
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テ ン語 の習得 方法 を学 習者 の習熟 段 階別 に6つ に分 け て述 べ て い る。 そ

の6段 階 の な か で 、 演 説(oration)力 を最 高 段 階 と定 め て い る。 ま た 、

ソ ク ラテ ス、 プ ラ トン、 キ ケ ロ、 ソフ ォク レス、 メ ラ ンヒ トンな どの古

典作 品 を、 ラテ ン語 学 習 の テキ ス トと して あ げて い る。『学 校 の先 生 』

の冒頭 で、 ア スカ ム は本 の主 旨 を次 の よ うに述 べ て い る。

YetallmencovettohavetheirchildrenspeakLatin,andso

doIveryearnestlytoo[…]Iwishtohavethemspeakso

asitmaywellappearthatthebraindothgovernthe

tongueandthatreasonleadethforththetalkie.

ど ん な ご両 親 も ご子 息 た ち が ラ テ ン語 を 話 せ る よ う に な っ て ほ し

い と 願 っ て お ら れ ま す 。 私 も ほ ん と う に 心 か ら そ うで あ っ て 欲 し

い と望 ん で お り ま す 。 ま る で 脳 が 舌 を 支 配 す る よ う に 、 理 性 が そ

の 話 し方 に 現 わ れ る よ う に 、 ご子 息 た ち が 言 葉 を 使 う よ う に な る

こ と を 切 に 願 っ て お り ま す 。

こ の 引 用 の な か で 、 ア ス カ ム が`child'と い う 性 差 の 無 い 言 葉 を 用 い て

い る こ と か ら、 語 学 力 の 習 得 、 つ ま り学 問 は 男 性 の た あ だ け の も の で は

な い と考 え て い る こ と は 明 らか で あ る。

ア ス カ ム は 、 こ の 著 書 の な か で 、 た び た び エ リザ ベ ス の 語 学 力 の 高 さ

に つ い て 、 と く に ラ テ ン語 の 高 い 習 熟 度 に つ い て ふ れ 、 褒 め 称 え て い る 。

例 え ば 、 「女 王 は ラ テ ン語 ・イ タ リ ア 語 ・フ ラ ン ス 語 を 完 壁 に 理 解 し、

こ れ ら の 言 葉 を 話 し、 書 く 能 力 を 身 に 付 け て い る 」(`herperfect

readinessinLatin,Italian,French,andSpanish[…]shehath

obtainedthatexcellencyoflearning,tounderstand,speak,and

write.')と 述 べ て い る19。
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当時、 ヨーロッパにおいて ラテ ン語 は国際語であり、政治 ・宗教 ・学

問の世界での公用語 と して用 い られてお り、男子が習得すべ き言語 とみ

なされて いた。 ウォル ター ・J・オ ングによれば、 ラテ ン語 の習得 は非

常 に難 しく、習得す るまでの過程 も厳 しい ものだ ったので、 ラテン語を

習得す ることは、男性 にとっては、勇敢で男 らしい成人男性 になるため

の通過儀礼 のよ うな ものとみなされて いた2。。つ まり、 ラテ ン語 の習得

は男子に とっての通過儀礼、 ラテ ン語の習得過程 の厳 しさを克服 しては

じめて立派な成人男性 になるということを意味 していたのである。

アスカムの教育成果 として、 エ リザベスは ラテ ン語 やその他 の外国語

の高 い運用能力を身 につ けた。 ヴォズヴ ィッチが 「アスカム自身、話す

学習 を禁 じる代わ りに、奨励する ことで、 エ リザベスが(将 来)男 性的

な(公 の)世 界 に入 ってい くことを想定 して教育 した」 と述べているよ

うに、 アスカムの教育 は、 エ リザベスの内面 に、政治 や宗教など公的な

場 に携わ るにふ さわ しい男性的な要素を形成す る一役 を担 った といえる

だ ろ う21。 エ リザ ベスが女 なが らに して45年 近 くの長 い間、国を治め

ることがで きた要因の1っ は、 アスカムの指導 による高 い語学力、 とく

に巧みな演説 をす る弁論術 にあると考 え られ る。

3)エ リザベス1世 の弁論術 と国家統治

エ リザベスは、 アスカムの指導 の もとで ラテ ン語 をは じめ、 フランス

語 などの外国語 を流暢 に駆使す る能力 を身 にっ けた。そのおか げで、各

国の大使達 と通訳を交えずに、直接会話 したといわれている。その演説

力 は、外交だ けでな く、 エ リザベスが父権制社会 にお いて男性 臣下を上

手 に束ね、国を統治 してい くことに大 いに役立っ ことにな る。

エ リザベスは、女が男の上に立つ という父権制社会 の常識 に対立する

自分 の難 しい立場を、King'sTwoBodies(国 王二元体論)と い う理論
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をQueen'sTwoBodiesに 置 き換 え る ことによ って克服 した。King's

TwoBodiesと い うのは、王 は生身 の人間 としてはいっか死すべ き身 に

あるが、政治体 としては永遠であるという考え方である。 エ リザベスは

これを女王 に応用 し、女王 は生身の存在 と しては女であ るが、統治者 と

しての男性 的な側面が弱 くお ろかな女性 の側面 を補佐、補強 し、男 に劣

らない君主 にな る ことが で きる と主 張 した。 た とえば、1566年 の結婚

問題 に対す る議会での返答 ス ピーチで次 のように述べている。

Asformyownpart,Icarenotfordeath,forallmenare

mortal;andthoughIbeawoman,yetIhaveasgooda

courageanswerabletomyplaceasevermyfatherhad.

[…]Yourpetitionistodealinthelimitationofthe

succession.[…]Butassoonastheremaybeaconvenient

time[…]Iwilldealthereinforyoursafetyandofferit

untoyouasyourprinceaidhead[…]itismonstrousthat

thefeetshoulddirectthehead22

私 自 身 に 関 して い え ば 、 死 を 怖 れ て は い ま せ ん 。 す べ て の 人 間 は

死 す べ き 存 在 な の で す か ら。 私 は、 女 で す が 、 私 の 父 が 持 ち 合 わ

せ て お ら れ た の と同 じ よ う に 、 私 の 立 場 に 相 応 し い 十 分 な 勇 気 を

持 ち 合 わ せ て お り ま す 。(…)あ な た 方 の 嘆 願 は 王 位 後 継 者 の 問

題 に 関 す る こ と。 適 切 な 時 期 が 来 た ら(…)、 あ な た 方 の 国 王 で

あ り君 主 と して 、 私 自 身 が 安 寧 の た め に こ の 件 に 関 して 対 処 し ま

す(…)足 が 頭 を 導 くの は 不 自 然 で す か ら。

エ リザベスは、「私 は(生 まれ なが らの)女 であ るが、私 の父 と同 じよ

うに、私が今置かれている(王 としての)立 場 に応 えるに足 る十分 な勇
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気 を持 ち合 わせ て い る」(`thoughIbeawoman,yetIhaveasgood

acourageanswerabletomyplaceasevermyfatherhad.')と 云 い、

父 で あ る ヘ ン リー8世 と 自分 を並 べ 、 そ の 後 に 「あ な た方 の王 で あ り君

主 」(`yourprinceandhead')で あ る と い う語 句 に 説 得 力 を 持 た せ て

い る。 この`prince'と い う語 は`king'と 同 じ意 味 で 用 い られ て お り、 エ

リザ ベ ス が 自分 を 指 す と き に好 ん で 用 い た言 葉 で あ る。`princess/

queen'で は な く、`prince/king,を 好 ん で 用 い た こ と か ら、 エ リザ ベ ス

は 自分 を政 治体 と して は王 で あ ると主 張 して いた ことが明 らかで あ る。

しか し、 そ のす ぐ後 で、女性 を足、 男性 を頭 にた とえ た比 喩 を もち いて、

「足 が 頭 を 支 配 す る と は 不 自 然 」(`itismonstrousthatthefeet

shoulddirectthehead.')と い って お り、 女 が 男 の 上 に立 っ とい う父

権 制社 会 で の 自分 の矛 盾 した困 難 な立場 を十 分 に理解 して い る ことを表

し、男 性 の 臣下 た ちの理 解 を得 よ うと務 めて い る。

1588年 の ア ル マ ダ(ス ペ イ ン無 敵 艦 隊)海 戦 の 際 に は、 白 い馬 に乗

り白 い ヴェルベ ッ トの衣 裳 の上 に銀 の鎧 を着 けて、 テ ム ズ川 河 口の テ ィ

ル ベ リー平 原 に終 結 した兵 士 達 の前 に あ らわ れ、 「私 の身 体 は弱 く脆 い

女 の もの で あ る が、王 と して の 勇 敢 な心 を 持 ち 合 わ せ て い る」(`I

knowIhavethebodyofaweakandfeeblewoman,butIhavethe

heartandstomachofaking.')と 演 説 した23。OEDに よ れ ば、 当 時

の`stomach'に は 「勇 敢 さ」 と い う意 味 が あ る。 この意 味で 、 エ リザベ

ス は、身 体 的 に は弱 く脆 い女 だ けれ ど も、 自分 の なか に王 にふ さわ しい

勇敢 で男 性 的 な0面 が あ る と主 張 し、 両 性 具 有 の イ メー ジを強調 してい

る。

また、 エ リザ ベ ス は、結 婚 問題 を強要 す る臣下 た ちに 自分 の意志 を伝

え るため に、母 性 のイ メー ジを使 うこと もあ った。



エリザベス女王の時代を生 きた女性たち43

Toconclude,IamalreadybounduntoanHusband,whichis

theKingdomeofEnglandC…]Andreproachmeenomore

[…]thatIhavenochildren:foreveryoneofyou,andas

manyasareEnglish,aremyChildren,andKinsfolkes24

結 論 と して 、 私 は す で に 結 婚 して い る の で す 。 イ ギ リス 王 国 と い

う夫 と。(…)で す か ら も う こ れ 以 上 私 を(…)子 ど も が い な い

と い う こ と で 責 め な い で くだ さ い 。 な ぜ な ら、 あ な た 方 全 員 が 、

そ して イ ギ リス 国 民 全 員 が 、 私 の 子 供 た ち で あ り親 族 な の で す か

ら。

こ こで エ リザベ ス は、国 家 を夫 に、 自分 を その妻 にみ たて、 す で に国 と

結 婚 して い る(`IamalreadybounduntoanHusband,whichisthe

KingdomeofEngland.')と 述 べ 、 臣 下 や 国 民 は 自分 の子 供 で あ る とい

って母性 的 なイ メ ー ジを強調 して い る。

メ ア リー1世 と は違 って 、 エ リザ ベ ス は沈 黙 す る ことな く、巧 み な弁

論 術 を もち いて、King'sTwoBodiesを 援 用 し、 身 体 的 に は女 性 で あ

るが 統 治者(政 治 体)と して は男 性 で あ る と い う両 性 具 有 のイ メ ー ジを

作 り上 げ、女 で あ りなが ら男 の上 に立 って国 を統 治 す る とい う、 当時 の

父 権制 社会 にお いて非常 に難 しい立場 を乗 り越 え た。 エ リザベ スが結 婚

せ ず に0生 を と お した の は、 従 順 な妻 と して の役 割 を優先 した メア リー

1世 の 失 敗 が 念 頭 に あ った の も一 因 して い るのか も しれ な い。

ウ ィ リア ム ・ハ リソ ン(WilliamHarrison)が 『イ ン グ ラ ン ドの 描

写 』(TheDescriptionofEngland,1577;1587)の な か で 記 した よ うに 、

エ リザ ベ ス は教 養 の高 い女 官 たち を好 んで 自分 の近 くに置 いた25。 そ の

中 に は、 フ ィ リップ ・シ ドニ ーの妹 で ペ ンブル ック伯爵 夫人 と して知 ら

れ る メア リー ・シ ドニ ー(MarySidney)や 高 い 語 学 力 と教 養 で 賞 賛
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されたエ ドワー ド6世 の家庭教師サー ・ア ン トニー ・ク ック家の5人 姉

妹(theCookSisters)な どがいた。 また、 この時代、女性 がペ ンを持

っの ははばか られたが、なか には牧歌 ロマ ンス 『ウ ラニア』(Urania ,

1621)を 書 いた メア リー ・ロウス(MaryWroth)や 、英文学史上初め

て劇 を書 いた女性 と言 われ るエ リザベ ス ・ケア リー(ElizabethCary,

TragedyofMariam,1613)が その高 い教養 と才能 を活か して作品を残

している。

このよ うに、政治世界で は、女性が国の頂点 にたち、積極的 に自分の

言葉で語 り、男性臣下を含めて国を統治 していた時代 に、教養あ る女性

たちが女王 をとり囲み、知的な才能 を活か して文芸世界で活躍 した。 し

か し、庶民 レベルでは、女性が 自由に語 り主体的 に行動す るのは難 しく、

言動 は厳 しく制限 されていた。エ リザベス1世 の行動や発言 の自由は、

女王 であ るがゆえ に例外 とみな されて いた。そ のため、0般 の女性 は

「男装」す ることによ って、男女の境界線 を こえ、本来男性 の もの とさ

れていた主体 的に行動す る自由を手 に入 れることがで きる。 シェイクス

ピア も、『お気 に召す まま」 の ロザ リン ドや 『十二夜』 の ヴァィオ ラな

ど、 ヒロイ ンに男装をさせて、行動範囲 を広 げさせ、 自分 の言葉で語 る

機会 を与え、幸 せを勝 ち取 らせている。 このよ うな シェイクス ピァの行

動的な ヒロイ ン像 には、当時の女性君主や文芸 の才能があ り活躍 した女

性 たちの存在が反映 されているので はないだろ うか。

2.男 装 と言葉 の自由

1)服 装 に 関 す る規 制

エ リ ザ ベ ス は、 在 位 中 に、 服 装 に 関 す る 条 例(TheActon

Appare1)を9回 発 布 して い る26。 当 時 は、 階 級 に よ って 、 男 女 に よ っ
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て、 身 に付 けて よ い ものが細 か く決 め られ て いた。 この条 例発 布 の回数

の多 さ は、 服装 につ いて の規 制 が あ ま り守 られ なか った ことを暗示 して

い る。 そ して、 規制 す る側 に、服装 に関 す る大 きな関心 が あ った こと も

あ らわ して い る。 なぜ な ら、 当時、衣 服 に関 す る二 っ の不安 が あ ったか

らで あ る。1っ は、 衣 服 に 大 き な 出費 を か け る と、 経済 的 な困窮 に陥 い

る危 険性 が あ った。 と くに、妻 が衣 服 にお金 をか け ると、 家計 が破 綻 す

るのを夫 は懸念 して いた。 も う1っ の 不 安 は、 衣 服 の差 が な くな る と、

階級 差 ・男女 差 が曖 昧 に な って しま う とい う不安 で あ る。

当 時、 実 際 に、 男装 を して街 を歩 く女 性 た ちが いた こ とは、 ウ ィ リア

ム ・ハ リソ ンが 「男装 した女性 が ロ ン ドンの街 を闊歩 して い た」 と書 い

て い る ことか ら もわか る27。 ま た 、 男 装 した 女 性 た ち は批 判 の対 象 とな

った。 そ の1っ と して 、 フ リップ ・ス タ ブ ス(PhilipStubbes)の 文 章

を 引 用 しよ う。

OurApparellwasgivenusasasignedistinctivetodiscern

betwixtsexandsex,thereforeonetowearetheApparelof

anothersex,istoparticipatewiththesame,andto

adulteratetheveritieofhisownekinde.Whereforethese

WomenmaynotimproperlybecalledHermaphrodite,that

is,Monstersofbothekindes,halfwomen,halfmen2S.

衣 服 とは 、 性 別 を 見 極 め る た め の 明 白 な印 と して我 々に与 え られ

た もので あ る。 それ ゆ えに、別 の性 別 の衣服 を身 にっ け る者 は、

別 の性 に な って い るので あ り、 自分 本 来 の性 を既 めて い る ことに

な る。 したが って、 この よ うな[男 装 す る よ う な]女 性 た ち は、

両 性 具 有 者 、 つ ま り、半分女 で半分 男 の怪 物、 と呼 ばれ る ことに

な ろ う。
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ス タ ッ ブ ズ は 「服 装 は 性 別 を 見 分 け る 目 印」(`OurApparellwas

givenusasasignedistinctivetodiscernbetwixtsexandsex.')と

定 義 して い る。 当 時 の人 々 に と って、服 装 は男女 を見 分 け るための手 が

が りだ った。 ところが、女 性 が男装 す る と、服装 によ って見分 け られ る

男女 差 が曖 昧 にな って しま う。 その ため、 ス タ ッブス は男装 す る女性 を

「両 性 具 有者 、 っ ま り、半 分 女 で半 分 男 の怪 物」(`地 ア呪αρ加od刎,that

is,Monstersofbothekindes,halfwomen,halfmen.')と 非 難 して い

る。 そ れ は、 女 性 が 男 装 す る ことによ って性 別差 が曖 昧 に な るの を怖 れ

るか らだ けで はな く、 男装 に よ って女性 が 男性 と同 じよ うに、 自由に意

見 を述 べ、 自分 の意志 に したが って 自由 に行動 す るの を怖 れ て い るか ら

で あ ろ う。女 性 が男性 と同様 に振舞 えば、 女性 は男性 に従 わな くな り、

父権 制社 会 が危 う くな る。 男装 の問題 は、 父権i制社 会 の基 盤 を 揺 るが し

か ね な い問題 なの であ る。 その た め、 男装 す る女 性 は非難 の的 にな った。

2)雄 弁 と男 装

エ リザ ベ ス1世 が 、 女 性 な が ら に して 男 性 の上 にた ち、雄 弁 に演説 し、

自 らの意 志 で行動 す るの を許 され たの は、君 主 とい う立場 ゆえ に例外 だ

ったか らで あ る。 デ ュ シ ンベ リー に よれ ば、 「男性 の雄 弁 さは男 ら しさ

を示 す もの だ が、 女 性 の 場 合 は、 そ の性 別 ゆえ に偏 見 を う け る」(`A

man'seloquence[…]liberatesitselffrommasculineidentity,but

awoman's[…]isalwayscoloredbyhersex.')29。 父 権 制 社 会 に お

い て、 黙 さず 、 自由 に考 えを述 べ る女 性 は、 男性 に対 す る振 る舞 い も反

抗 的 で、性 的 に も放縦 と見 な され た。 それ ゆえ に、3美 徳 の う ち、 と く

に 沈 黙 は重 要 と された。女 性 に沈黙 を課 す父権 制社 会 の規 律 は、女性 の

日常 生活 に も大 きな影響 を与 え た。 絵 画 や木版 画 な どを通 して くり返 し

強調 され て い るよ うに、外 へ 出歩 くことな く、 家庭 に留 ま る ことを女性
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に要求 したの で あ る。

一般 の女 性 が言葉 を巧 み に使 い 自分 の意 見 を述 べ よ うとす る場 合、 女

ら しくない とか、 また は好 色 な女 だ とい う非難 を さ けるため に は、男 装

は有効 な手 段 とな るだ ろ う。 っ ま り、 男装 は、 女性 たちが父 権制 社会 が

課 した女性 の領 域 を越 えて、 自由 に振 舞 うのを可能 にす るので あ る。 シ

ェイ クス ピアの同 時代人 で あ るロバ ー ト ・グ リー ンは、 著書 『ペ ネ ロペ

の織 物 』 の第2話 の 中 で 、 男 装 した ヒ ロ イ ンを 登 場 させ て い る。18歳

の 美 しい ク ラ チ ナ(Cratyna)は 農 夫 レス テ ィオ(Lestio)の 妻 で あ る

が 、 イ サ カ 国 王 メ ノ ン(Menon,KingofIthaca)の 息 子 で あ る横 暴 で

好 色 な カ ラ マ ス(Calamus)か ら逃 れ る た め に 、 髪 を 短 く切 り、 男 装

を す る(`therechangingherapparelintotheattyreofaman,and

herheadbravelyshorne,shebecameahandsomestripiing.')30。 夫

レス テ ィオ と共 に、 正 体 を偽 り炭 坑 で働 い て いた時、偶 然 カ ラマ スに出

くわ したが、男 装 を して青年 の よ うに振 るま い、 カ ラマスの 問 いか けに

上 手 く応答 した ので、難 を逃 れ る。 そ のす ぐ後 に、 レス テ ィオ と話 して

い るのを カ ラマス に聴 か れ、男装 して い るの を知 られて しま うが、 カ ラ

マ スは ク ラチ ナの貞節 さ に心打 たれて、 自分 の野 蛮 な行為 を反 省 す る。

宮廷 に戻 った カ ラマ スが、 事 の次第 を一 部始 終 国王 に話 す と、 国王 は ク

ラチナ と レステ ィオを宮廷 に招 待 し、男 装 した まま の ク ラチ ナ に 自分 の

小 姓 と して使 え るよ うに迫 る。 ク ラチ ナ は、 つ いに男装 を解 いて、女 性

で あ る ことを明 らか に し、諦 め るよ うに国王 を雄弁 に説 得 す る。 国王 は

ク ラチ ナ の 勇 気 と貞 節 の 美 徳 に感 心 し、 貴 婦 人 の 称 号(`thetitleof

gentleWOman')を ク ラ チ ナ に 与 え 、 レス テ ィオ と共 に宮 廷 で暮 らす こ

とを許 可 す る。 ク ラチ ナの男 装 と雄弁 が、二 人 に幸 せ を もた ら したので

あ る。

自分 の言 葉 で語 り主 体 的 に行動 す る女 王 や、語 学 力 や高 い教 養 を活 か
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してペ ンを手 に し活躍す る女性 たちは、女性解放運動者 ではない。 しか

し、彼女 たちの活躍 を映 し出すかのよ うに、舞台 には男装を して、男性

と同 じよ うに自分の意思 を語 り、積極的に行動する女性が登場す る。 こ

のよ うな新 しい社会 の雰囲気が シェイクス ピアの ヒロイ ン達 に反映 され

て い るといえ るだ ろ う。例 え ば、『お気 に召 す まま』 の ロザ リン ドや

「十二夜』の ヴァイオ ラなどにであ る。

3)男 装 の ヒ ロ イ ン:ロ ザ リ ン ド(AsyouLifelt}/ヴ ァ イ オ ラ

(TwelfthNight}

ロ ザ リ ン ド(Rosalind)や ヴ ァ イ オ ラ(Viola)は 、 男 装 す る こ とで 、

沈 黙 せ ず に 自分 の言葉 で語 れ るよ うにな る。 そ れだ けで な く、男装 は彼

女 たち に、 自分 の意思 の とお り行 動 す る勇気 と積極 性 を も与 え る。

「お気 に召 す まま』 で、 ロザ リン ドは突然 シー リア(Celia)の 父 フ レ

デ リ ッ ク公 爵(DukeFrederick)の 宮 廷 を追 放 さ れ る。 フ レデ リ ッ ク

は、 ロザ リン ドの父 か ら公 爵 の座 を奪 い取 って追 放 したが、 ロザ リン ド

が この ま ま宮 廷 に滞 在 す れ ば、 彼 女 の 「優 しさ」(`smoothness')、 「無

口」(`silence')、 「忍 耐 強 さ」(`patience')に よ っ て 、 人 々 が 先 の 公 爵

を 思 い 出 し、彼女 に同情 す るか も しれ な い と怖 れ ただ けで な く、 彼女 の

美徳 が 実 の娘 シー リアの評 判 を落 とす か も しれ な い と考 え たか らで あ る

[1.2.277-85/1.3.77-85.]。 宮 廷 を 出 て い か な け れ ば死 刑 だ と宣 告 され

た ロザ リン ドを姉 妹 と も慕 って い る シー リア は、貧 しい身 な りに変装 し

て アーデ ンの森へ ゆ き、 ロザ リン ドの父 を探 そ うとい う[1.3.86-114]。

シ ー リア の 意 見 に 対 して 、 ロザ リン ドは次 の よ うに提 案 す る。

Ros.Wereitnotbetter,

BecausethatIammorethancommonta11,
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ThatIdidsuitmeallpointslikeaman?

Agallantcurtle-axeuopnmythigh,

Aboar-spearinmyhand,and-inmyheart

Lietherewhathiddenwoman'sfeartherewi11‐

We'llhaveaswashingandamartialoutside,

Asmanyothermannishcowardshave

Thatdooutfaceitwiththeirsemblances.[1.3 .114-22]

ロ ザ.こ う し た ら ど う?

私 は 人 よ り も 背 が 高 い か ら

まるで男 のよ うな服装 を したほうが良 いのではないか しら?

勇ま しく短剣を腿の ところに下 げて、

手 には猪を突 く槍を持 って、 それで も心 には

女 らしい恐怖心が隠れているで しょうけど

見 た目だ けで も威張 りち らして勇敢 に見せま しょう。

臆病 な男 はた くさんいるで しょう

外見 は勇ま しく見 えて も31。

ロザ リン ドは、0般 的 な外 見 にお け る男 女 の 差 を、男 性 は女性 よ り背 が

高 く、 勇 ま し く男 ら し くみ え るよ うな服 装 をす る と指 摘 して い る。背 の

高 さを活 か して、 自分 の ほ うが男 装 に は適 して い ると ロザ リン ドは判 断

す る。

しか し、 男装 して も、何 が起 こるか わか らな い とい う恐怖 心 は拭 え な い

(`inmyheart/Lietherewhathiddenwoman'sfeartherewill.')と 、

女 性 的 な 弱 さ を 見 せ る が 、 そ れ な ら見 た 目だ けの 臆 病 者(`mannish

cowards')に な る と い って 、 自 らの決 意 を 促 して い る。

その後 、 ロザ リン ドは男 装 しギ ャニ ミー ド(Ganymede)と 名 乗 り、
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シー リア は女 性 の服 装 の ま ま ア リー ナ(Aliena)と 名 を 変 え 、 二 人 で

ア ー デ ンの 森 に逃 げ込 む。森 のなか を しば らく歩 いて、 心細 くな って き

た とき、 ロザ リン ドは次 の よ うに言 う。

Ros.Icouldfindinmyhearttodisgracemyman's

apparelandtocrylikeawoman;butlmustcomfortthe

weakervessel,asdoubletandhoseoughttoshowitself

courageoustopetticoat;there-forecourage,goodAliena.

[2.4.4-8]

ロ ザ.こ の 男 の 衣 裳 に 恥 を か か せ て も い い か ら、 女 ら し く泣 け た

ら い い の に 。 で も 、 ダ ブ レ ッ トと ズ ボ ン は ペ チ コ ー トに は 勇 敢

に 見 せ る べ き だ か ら、 か 弱 い 女 性 を 慰 め な くて は。 だ か ら、 ね

え ア リー ナ 、 元 気 を だ して 。

ロ ザ リ ン ドは 、 「こ の 男 物 の 衣 装 を 台 無 し に して し ま う く ら い に 、 女 の

よ う に 泣 き 叫 び た い 」(`Icouldfindinmyhearttodisgracemy

man'sapParelandtocrylikeawoman.')と 不 安 に か ら れ て い る こ

と を 認 め て い る が 、 男 装 し て い る の だ か ら勇 気 を も っ て 振 舞 お う と決 心

す る。`theweakervesserは 女 性 を 意 味 し、 一 緒 に 森 に 逃 げ て き た ア

リ ー ナ を 指 し て い る 。`doubletandhose7`petticoat'は そ れ ぞ れ 男 性

用 ・女 性 用 の 衣 服 の こ と で 、 こ こ で は 比 喩 的 に 、 男 性 ・女 性 を 示 して い

る。 ロ ザ リ ン ドは 「男 性 が 女 性 に 勇 気 あ る 振 る 舞 い を 示 す よ う に 、 私 も

(男 装 し て い る の だ か ら)こ の 女 性(す な わ ち ア リー ナ)を 安 心 さ せ な

く て は 」(`Imustcomforttheweakervessel,asdoubletandhose

oughttoshowitselfcourageoustopetticoat;thereforecourage.')

と ア リ ー ナ を 励 ま す 。 こ の よ う に 、 ロ ザ リ ン ドは 男 装 す る こ と で 、 女 性
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的 な弱 く脆 い面 を抑 え て、勇気 を もって積極 的 に行動 して い くよ うに な

る。

この後、 ロザ リン ドは男 装 を続 け、 ギ ャニ ミー ドと名乗 った ま ま、想

い人 で あ るオ ー ラ ン ドに恋 の レ ッス ンを施 す。 オ ー ラ ン ドは、 劇 の 冒頭

で フ レデ リックの宮廷 で行 なわれ た レス リングの試合 で ロザ リン ドに一

目惚 れ して以 来、 ため息 をっ い た りメ ラ ンコ リックに な った りと、 恋 の

病 に取 りつ かれ て い る典型 的 なペ トラル カ風 恋愛 の恋人 と して描 かれ て

い る[3.2.367-68]。 ア ー デ ンの 森 で ギ ャニ ミー ドを 見 た と き、男 装 し

て い るロザ リン ドだ とは気 づか ず、恋 の相 談 をす る。男 装 した ロザ リン

ドが 、 ギ ャニ ミー ドと して、 オー ラ ン ドに自分 を ロザ リン ドにみ たて て

接 す る ことで、 口説 き方 を教 え る。 男装 す る ことによ って、 ロザ リン ド

はオ ー ラ ン ドに対 して主 導権 を手 にす る こ とがで きる。 つ ま り、 オ ー ラ

ン ドに恋 の手 ほど きをす る ロザ リン ドは、女 性 が男性 の上 に立 っ とい う、

父権 制社 会 の男性 優位 の構 図 を逆転 させ た人 間関係 を提示 して い るので

あ る。

Ros.Breakanhour'spromiseinlove![…]

Orl.Pardonme,dearRosalind.

Ros.Nay,andyoubesotardy,comenomoreinmy

sight.Ihadasliefbewoodofasnail.

Orl.Qfasnail?

Ros.Ay,ofasnail;forthoughhecomesslowly,he

carrieshishouseonhishead;abetterjointureIthinkthan

youmakeawoman.Besides,hebringshisdestinywithhim.

Orl.What'sthat?

Ros.Why,horns!whichsuchasyouarefaintobe
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beholdingtoyourwivesfor.Buthecomesarm'dinhis

fortune,andpreventstheslanderofhiswife.

Orl.Virtueisnohorn-maker.andmyRosalindis

virtuous.

.Ros.AndIamyourRosalind.[4.1.44-65]

ロ ザ 。 恋 の 約 束 を1時 間 も破 る な ん て!

オ ー ラ.許 して く だ さ い 、 ロ ザ リ ン ド。

ロ ザ .い い え 、 そ ん な に の ろ ま な ら も う会 い に 来 な い で 。 蝸 牛

の 求 婚 の ほ う が ま しだ わ 。

オ ー ラ.蝸 牛 の?

ロ ザ .そ う よ 、 蝸 牛 の 。 だ って 、 蝸 牛 は の ろ ま だ け れ ど、 頭 に

家 を 担 い で や っ て 来 る わ 。 あ な た が 女 性 に 与 え る も の よ り も ず

っ と ま し な 寡 婦 財 産 だ わ 。 そ れ に 、 蝸 牛 は 自 分 の 運 命 も背 負 っ

て や っ て 来 る わ 。

オ ー ラ.そ れ は0体 何 の こ と で す?

ロ ザ.あ ら、 角 の こ と よ 。 あ な た の よ う な 人 が 喜 ん で 妻 に 付 け

て も ら う も の よ 。 で も、 蝸 牛 は 自分 の 運 命 を わ か っ て や っ て 来

る の よ 、 奥 さ ん の 嘘 を 見 と お して ね 。

オ ー ラ.徳 の あ る 人 は 、 角 を 作 る よ う な こ と は し ま せ ん 。 私 の ロ

ザ リ ン ドは 、 徳 の あ る 人 で す 。

ロ ザ.そ して 、 私 が あ な た の ロ ザ リ ン ドよ 。

ロザ リン ドは、ペ トラルカ風恋愛 に登場す る女性が求愛者 にっれない振

りをす るように、遅れて きたオーラ ンドに冷 た く接す る。 しか し、蝸牛

の角を間男 された夫の額 にで きるといわれ る角 に喩えて、性的 な冗談 を

言 うロザ リンドは、手 の届かない非現実的で理想化 されたペ トラルカ風
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恋愛 の女性 とは一線 を画 し、現実的な女性像をオーラン ドに伝え ようと

している。 もしロザ リン ドが男装 していなか った ら、男性の 目の前で狸

雑 な冗談 を言 うなどということはで きなか ったであろ う。なぜ な ら、性

的な ことに関 して話すのは、女性 の美徳、 とくに ロザ リンドのような上

流階級 の女性 に とって は、社会 的慣習 に反す るとして慎 むべ きことであ

るか らだ。 しか し、男装す ることによ って、 ロザ リンドはギ ャニ ミー ド

として、現実の結婚 に内在す る性的な話題 に も言及す ることがで きるの

であ る。 ところが、 ロザ リン ドを 「徳 の高 い人」(`virtuOUS')と 理想化

しているオーラン ドには、 まだ現実的 な女性 がど ういうものか伝 わ らな

い 。

ロザ リン ドは、 キ スの タイ ミングな どにつ いて教授 しなが ら、 オ ー ラ

ン ドとの恋 の レッス ンを続 け る。 ペ トラル カ風恋 愛 の よ うに非 現実 的 な

想 い に溺 れ て い るオ ー ラ ン ドに、 ロザ リン ドもペ トラル カ風恋 愛 の女 性

を まね て冷 た く振 る ま う。

Ras.Well,inherperson,IsayIwillnothaveyou.

Orl.Then,inmineownperson,Idie.

Ros.No,faith,diebyattorney.Thepoorworldisalmost

sixthousandyearsold,andinallthistimetherewasnot

anymandzedinhisownperson,videlicet,inclove-cause.

[…]menhavediedfromtimetotime,andwormshave

eatenthem,butnotfoglove.

arl.IwouldnothavemyrightRosalindofthismind,

forIprotestherfrownmightkillme.

Ros.Bythishand,itwillnotkillafly.[4.1.91-111]

ロ ザ.で は 、 彼 女 に な っ て 、 あ な た は 好 き じ ゃ な い と 言 い ま し
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よう。

オーラ.で は、私 自身 にな って、死んで しまいま しょう。

ロザ.い いえ、死 ぬな ら代理人で。 この哀れな世界 はもう6千

年 くらい続いて いるけれ ど、その間に自分か ら死んだ人はいま

せん、っ ま り、恋が原 因で。(…)誰 も彼 も死んでゆ き、蛆虫

が彼 らを食べ るけど、恋のため じゃないわ。

オー ラ.私 の本物の ロザ リン ドはそのよ うな ことは思わない と願

っています。彼女 の不機嫌 な顔をみた ら、死んで しまいそ うだ

か ら。

ロザ.こ の手 にか けて申 しま しょう。そんな ものでは蝿一匹だ

って死 にません。

ペ トラルカ風恋愛 では、女性 は求愛 して くる男性 にっれない態度を とる

ことになっている。彼女 の冷 たい態度 に落胆 し、かなわない想 いを抱え

て、求愛者 は病 にかか ったかの ように死ぬほど苦 しむ。 このようなペ ト

ラル カ風恋愛 の慣習にオーラン ドもどっぷ り浸 ってい る。 オーラン ド自

身 にその ことを気づかせ るために、 ロザ リン ドは恋のせ いで死 ぬことは

ないと非現実的なペ トラルカ風恋愛 を否定 してい る。

恋 の レッスンの最後 に、 ロザ リン ドは、 シー リアを牧師にみたたて、

オーラン ドと結婚式の真似事をす る。誓 いの言葉を交わす時、 ロザ リン

ドは理想化 されてない、実際の女性が もっ特質をオー ラン ドに突 き付 け

る。

Ros.Nowtellmehowlongyouwouldhaveherafter

youhavepossess'dher.

Orl.Foreverandaday.
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Ros.Say"aday,"withoutthe"ever."No,no,Orlando,

menareApriiwhentheywoo,Decemberwhentheywed;

maidsareMaywhentheyaremaids,buttheskychanges

whentheyarewives.Iwillbemorejealousoftheethana

Barbarycock-pigeonoverhishen,moreclamorousthana

parrotagainstrain,morenew-frangledthananape,more

giddyinmydesiresthanamonkey.Iwillweepfornothing,

likeDianainthefountain,andlwilldothatwhenyouare

dispos'dtobemerry.Iwilllaughlikeahyen,andthat

whenthouartinclin'dtosleep.

Orl.ButwillmyRosalinddoso?

Ros.Bymylife,shewilldoasIdo.[4.1.143-55]

ロ ザ.さ あ 、 彼 女 を 自 分 の も の に し た な ら、 い っ ま で そ う して

い ら れ る か 教 え て くだ さ い 。

オ ー ラ.永 遠 に そ の 日 が 終 わ る ま で 。

ロ ザ.「 そ の 日 」 だ け で し ょ、 「永 遠 」 を 抜 い て 。 い い え 、 オ ー

ラ ン ド、 男 の 人 が 求 愛 す る の は4月 、 で も結 婚 す る の は12月 。

娘 が 娘 で い る の は5月 、 で も妻 に な っ た ら空 模 様 は 変 わ る わ 。

私 は バ ー バ リ ー 産 の 雄 鶏 が 雌 鶏 に 焼 き も ち を 焼 く よ り も ず っ と

嫉 妬 深 い し、 雨 が 降 る前 の オ ウ ム よ り も大 騒 ぎ す る し、 類 人 猿

よ り も新 し い 物 好 き だ し、 猿 よ り もず っ と気 分 屋 に な る わ 。 噴

水 に あ る ダ イ ア ナ 像 の よ う に 、 何 で も な い の に 泣 い た り、 あ な

た が 愉 し く し よ う と す る時 に 泣 い た り す る わ 。 そ れ か ら、 あ な

た が 眠 ろ う と して い る 時 に は 、 ハ イ エ ナ の よ う に 笑 っ た りす る

わ 。

オ ー ラ.で も、 私 の ロ ザ リ ン ドは そ ん な こ とす る だ ろ う か?
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ロザ.私 の命 にかけて、彼女 も私 とおな じよ うにす るわ。

ロザ リン ドは、求 愛 す る時 は熱 心 で優 しいの に、 ひ とたび 自分 の ものに

して しま うと冷 た くな る男性 の心 変 わ りを、4月 と12月 の 気 候 に喩 え

て い る。 そ して 、 口説 いて い る間 は5月 の新 緑 の よ う に初 々 し く、 若 さ

で 輝 いて い る娘 も、結 婚 し人 妻 にな れば変 わ る と前 置 き し、女 性 の様 々

な好 ま し くな い性 質 を 列 挙 す る。嫉 妬 深 くて(`jealous')、 騒 が し く

(`clamorous')、 新 しい も の が 好 きで(`new-frangled')、 気 持 ちが 変 わ

りや す い(`giddy')と 言 うが 、 ロ ザ リ ン ドが 列 挙 した これ らの性 質 が

鶏(`cock-pigeon')や 猿(`ape'/`monkey')、 ハ イ エ ナ(`hyen')と い

っ た動 物 と結 び っ け られ て い る の は興 味 深 い。 「バ ーバ リー産 の雄 鶏」

(`Barbarycock-pigeon')と は、 東 方 の 雄 鶏 の こ とで 、 こ こで は、 キ リ

ス ト教徒 で はな い東方 の男性 を示 唆 してお り、 自分 の妻 に他 の男性 が近

づ か な いよ うに妻 を閉 じ込 めて お くほ ど強 い東方 男性 の警 戒 心 を意 味 し

て い る32。 当 時 の ヨー ロ ッパ の人 々 に と って、東 方 は未 知 で珍 しい世界

で もあ るが、 同 時 にキ リス ト教 世界 で はな い異質 な場 所 で もあ り、 そ こ

に由来 す る もの は洗練 されて い な い野蛮 なイ メ ー ジを醸 し出す。 そ のよ

うな東 方産 の雄 鶏 や、理 性 の な い動物 な どに喩 え なが ら、 ロザ リン ドは、

理 想化 され た女性 な ど実 在 しな いの を強調 し、 オ ー ラ ン ドが崇 めて い る

ロザ リン ドも例外 で はな い と伝 えて い る。

この よ うに、 ロザ リン ドは、恋 の レ ッス ンを通 して、 ロザ リン ドを理

想 的 な女 性 と して崇 め、恋 に酔 って い るオ ー ラ ン ドに現実 の女 性 とは ど

うい う もの かを教 えて い く。男 装 す る ことによ って、 ロザ リン ドは、父

権 制社 会 が強 い る、男性 に黙 って従 う女 性 で はな く、 自分 の意 見 を述 べ、

自分 の意 思 に したが って行動 し、 オ ー ラ ン ドとの関係 で も主 導 的 な立場

を とる、主体 的 な女性 に な って い る。 そ して劇 の最後 には、 男装 を解 き、
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オーラン ドへの想いを成就 させ、 自分の望んだ幸せ掴 む。

ロザ リン ドと同 じよ うに男装 す る ことで行動 と言 動 の 自由 を得 る ヒロ

イ ンに、 『十二 夜 』 の ヴ ァイオ ラが い る。 船 が難破 し、 身 を守 るた め に、

ヴ ァイ オ ラは、 シザ ー リオ(Cesario)と 名 乗 り男 装 す る。 男 装 す る こ

とで 、 オ リヴ ィア はイ リリア公 爵 オ ー シー ノ(Dukeorsino)の 小 姓 と

して 使 え る こ とが 出来 るよ うにな り、恋 の メ ッセ ンジャーを務 め るほ ど

信 頼 され る立 場 を得 る。 オ ー シー ノは、他 の臣下 たちをす べ て下が らせ 、

「心 の 秘 密 が 書 か れ た書 物 を も開 い て」(`Ihaveunclasp'd/Tothee

thebookevenofmysecretsoul.':1.4.13-14)み せ る ほ どオ リヴ ィ ア

を信 頼 して い る。 さ らに男 装 は、 オ リヴ ィアに男性 と同 じよ うに雄 弁 に

語 る 自由 を与 えて い る。 オ ー シー ノが、 オ リヴ ィアへ の 自分 の愛 が いか

に大 き く深 いか を主張 した時、 シザ ー リオ と して男装 して い るオ リヴ ィ

ア は、女性 の愛 にっ いて オ ー シーノ に諭 す よ うに話 す。

Duke.WhatBostthouknow?

Vio.Toowellwhatlovewomentomenmayowe;

Infaith,theyareastrueofheartaswe.

Myfatherhadadaughterlov'daman

Asitmightbeperhaps,wereIawoman,

Ishouldyourlordship.X2.4.104-9]

公 爵 お 前 が 知 っ て い る と、 何 を?

ヴ ァ イ.男 に 対 す る女 の 愛 が ど の よ う な も の か を 、 と て も良 く。

実 際 、 女 の 想 い に も私 た ち の も の と 同 じ く ら い 真 実 が あ り ま す 。

私 の 父 に は 娘 が 一 人 お り ま して 、 彼 女 は あ る男 を 愛 して い ま し

た 。
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もしも私が女であ ったな ら、

同 じ想 いで公爵様 を慕 っていたで しょう33。

「私 たち」(`we')と い う言 葉 か ら、 ヴ ァイ オ ラが 、 オ ー シー ノ も男装 し

た 自分 も含 め た男 と して の立 場 で発言 して い るこ とがわ か る。 しか し、

実 際 は、女 性 と して、女 の愛 が男 の愛 に も劣 らな い ことを主 張 して い る

の は、 舞台 を観 て い る観 客 には明 らかで あ る。 「あ る男 を愛 して い る娘 」

(`adaughterlov'daman')と は、 ヴ ァ イ オ ラ の こ と で あ り、 「も し

も」 と仮 定 しなが らも、 ヴ ァイオ ラはオ ー シー ノを想 う気 持 ち を告 げて

い る。 ヴ ァイオ ラは、 その娘 が叶 わ ぬ想 いを心 に秘 めて い た こ とを語 っ

て、女 の真 実 の愛 と はい か な る もの か を オ ー シー ノ に示 す。 そ の娘 の

「忍 耐」(`Patience')と も言 うべ き変 わ らぬ一 途 な 愛 と比 較 して、男 の

愛 が いか にあて にな らな いか を指 摘 す る。

Vio.Wemenmaysaymore,swearmore,butindeed

furshowsaremorethanwill;forstillweprove

Muchinourvows,butlittleinourlove.X2.4.116--18]

ヴ ァ イ.私 た ち 男 は 恋 を も っ と 口 に す る し、 誓 い を た て た り し

ま す が 、 本 当 の と こ ろ

そ の よ う な 態 度 は 見 せ か け だ け 。 私 た ち は い っ で も

誓 い の 言 葉 は 多 い の に 、 想 い は わ ず か な の で す か ら。

舞 台上 で、 ヴ ァイオ ラは男装 して シザ ー リオ と して話 して い るので、 オ

ー シーノに とって は男 が女 の愛 につ いて話 して い るよ うに見 え るが、 ヴ

ァイオ ラ自身が 自分 の恋 を語 って い る。 こ こで、 ヴ ァイオ ラは、 はか ら

ず も、 本来 の女性 と して オ ー シー ノへ の気 持 ちを明 か して い る。 男装 ゆ
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えに、 自分 の恋を成就 させ るために何 もで きず、ただ耐えているヴァイ

オ ラの苦 しさに観客 は共感す るだろう。 しか し、男装 してい るがゆえに、

ヴァイオ ラは、男性 に対 して臆せず 自由に意見を述べ、オー シーノに信

頼 され親 しい関係 を築 くことがで きるのである。 もし、 ヴァイオ ラが男

装せず、本来の女性の姿で同 じ台詞 を言 ったな らば、 オー シーノは耳 を

貸 さないか もしれない。それ どころか、 自分 の考 えを述べ るお喋 りな女

と思 い、沈黙の美徳を持ち合わせていない、男 に意見す る反抗的な女 と

見 るか もしれない。当時、意見を述べ 自己主張す る女性 は、男性 に反抗

的で、性的に もだ らしな く好色だ とみなされ、沈黙 ・従順 ・貞節の3美

徳の対極 に位置付 け られた。それゆえに、男装す ることは、女性 にとっ

て、 自分の言葉 で自由に語 り、意思 に したが って振舞 うことを可能 にす

る有効 な手段であ った といえ る。男装 しているか ぎり、 自由に意見を述

べて も好 きなよ うに振舞 って も、他の男 と同 じように振舞 っているだ け

なので、女性 と しての自分の美徳が損 なわれる ことはない。 シェイクス

ピアは、 このよ うな男装の利点 を活か して、女であ りなが ら、男性 と同

じよ うに意見 を述べ意思 にそ って行動 し、女性の美徳 も兼 ね備えて いる、

新 しい ヒロイ ン像 を描 いたのか もしれない。

男装 は、 ヴ ァイオ ラに行動 と言葉 の自由をあたえ るが、その一方で、

オー シーノの想 い人オ リヴ ィア(Olivia)に 慕 われ るよ うにな って しま

い、本来は女 であるヴァイオ ラ自身 はオー シー ノを恋慕 うとい う、三角

関係を作 り出 して しま う。

Viola.Disguise,Iseethouartawickedness

C ]

Howwillthisfadge?Mymasterlovesherdearly,

AndI(poormonster}fondasmuchonhim;
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Andshe{mistaken)seemstodoteonme.[2.2.27-35]

ヴ ァ イ.変 装 か,な ん て罪 作 りな ん だ ろ う。

これ か らどうな るの?私 の ご主 人 は彼 女 を愛 し、

哀 れ な怪 物 の私 はそ の ご主人 の ことが好 きで、

彼 女 はす っか り誤解 して私 に夢 中 なん て。

この よ うな三 角 関係 の複 雑 な状況 に陥 った と き、 ヴ ァイオ ラは男 装 して

い る自分 を、 ス タ ッブスが 男装 して い る女 性 たち を非難 した ときのよ う

に、 両性 具 有 と して 「か わ い そ うな怪 物 」(`poormonster')と 呼 ん で

い る。 ヴ ァ イ オ ラ は、 変 装(`disguise')を 邪 悪 な も の(`a

wickedness')と み な し、 男 装 を積 極 的 に利 用 して い こ うとす る態度 は

見 られ な い。 男装 してオ ー ラ ン ドに恋 の手 ほど きを した ロザ リン ドとは

違 って、 ヴ ァイオ ラは オー シー ノに対 して積 極 的 に アプ ローチす ること

はな い。

控 え め な ヴ ァイ オ ラと対照 的 に、 自分 の想 いを叶 え よ うと積極 的 に ア

プ ローチす るの が オ リヴ ィアで あ る。

オ リヴ ィア は、 亡 くな った兄 の喪 に服 して、 それ を理 由に オー シー ノ

の求愛 も断 り続 けて いた に もか かわ らず、 オ ー シー ノの使 い と して来 た

ヴ ァイ オ ラが男 装 して い る とは知 らず に、 シザ ー リオに会 った瞬 間 に恋

に落 ち る。 オ リヴ ィアは シザ ー リオへ の想 いを隠 さず、 む しろ積極 的 に

打 ち明 け、 アプ ローチ して い く。

Oli.Amurd'rousguiltshowsnotitselfmoresoon

Thanlovethatwouldseemhid:love'snightisnoon.‐

Cesario,bytherosesofthespring,

Bymaidhood,honor,truth,andeverything,
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Ilovetheeso,thatmaugreallthypride,

Norwitnorreasoncanmypassionhide.

Donotextortthyreasonsfromthisclause,

ForthatIwoo,thouthereforebastnocause.[3.1.147-54]

オ リ.殺 人 の 罪 が す ぐ に 露 見 す る よ う に

恋 を 隠 そ う と して も表 に 出 て し ま う。 秘 密 に し よ う と し て も周

り に は バ レ て し ま う。

シ ザ ー リオ 、 春 の 薔 薇 に か け て 、

乙 女 の 操 、 名 誉 、 真 実 、 そ れ か らす べ て の も の に か け て 、

あ な た を 愛 して い る わ 。 あ な た が ど ん な に 傲 慢 で も。

知 恵 や 理 性 も私 の 熱 い 想 い を 隠 せ な い わ 。

女 が 告 白 して い る か ら と こ じっ け て 、 私 の 想 い を 拒 ま な い で 。

私 か ら言 い 寄 っ て い る の だ か ら、 受 け 入 れ な い 理 由 は な い で し

ょ う。

オ リヴ ィアが、 シザ ー リオ に対 して、初 めて会 った時`thee'と 呼 び か け

た の を`thou'に 替 え て い る こ と は、 彼 女 の シ ザ ー リオへ の態 度 が、形

式 的で よそ よそ しい ものか ら、親 しみ を こめ た積 極 的 な もの に変 わ った

の を明確 に示 して い る。 オ リヴ ィアは、 殺人 の罪 がす ぐに明 るみ にで る

の と同 じよ うに、恋 して い る気持 ち は、 周 囲 には 日の光(`noon')に 照

らさ れ て い る か の よ うに 明 らかで 、夜 の暗 闇(`night')に 隠 す よ うに秘

密 に して い るの は無 理 だ とい う。 オ リヴ ィア は、 自分 か ら言 い寄 って い

るのだ か ら(`ForthatIwoo')、 断 る理 由 は な い はず だ(`thoutherefore

hastnocause')、 と主 張 して 、 シザ ー リオ を説 得 しよ うと して い る。

当時 の父権 制社 会 で は、女性 の ほ うか ら男 性 に想 いを打 ち明 けるの は、

女 性 の行動 と して は異例 で あ り、 好 ま し くな い とされて い た。 なぜ な ら、
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女性 特 にオ リヴィアのよ うな上流階級の娘 は口数少 な く、慎 ま

しく控えめであるべ きで、 ヴィヴェスの教育書 にもあるよ うに、みだ り

に男性 と言葉 を交わす こと もはばか られていた34。 貞節の美徳を守 るた

めに、軽 はずみ に男性 と関わ らないよ うにとい う警告 と照 らし合わせて

みて も、 自ら男性 に想 いを打 ち明 けてはいけなか ったので ある35。 この

よ うな慣習 に反 してで も、女の ほうか ら抑え きれない想 いを打 ち明 けて

いるのだか ら、男が受 け入れ ないはず はない、 とオ リヴィアは、 シザー

リオに迫 っているのである。 このように、何度 も断 るシザー リオに対 し

て、 オ リヴィアは強引に迫 る。 その振 る舞 いは、拒む ア ドニスに しっ こ

く言 い寄 るヴィーナス(VenusandAdontis)を 想起 させ る。

Oli.Ihavesaidtoomuchuntoaheartofstone,

Andlaidminehonortoouncharyon't.

There'ssomethinginmethatreprovesmyfault;

Butsuchaheadstrongpotentfaultitis

Thatitbutmocksreproof.[3.4.201-5]

オ リ.石 の よ う な 心 に 向 か っ て お 喋 り しす ぎ た わ 。

名 誉 も慎 み も な く し て し ま って 。

良 く な い こ と だ と は わ か っ て い ま す 。

で も、 こ の 一 途 な 想 い は 頑 固 で 言 う こ と を きか な い 、

い け な い事 だ と 叱 っ て も。

オ リヴ ィアは、 自分 の大胆 さを認 めて いる。「名誉」(`honor')と い う

語 は、慎み深 さや貞節、沈黙 などの女性の美徳 を示 している。女性のほ

うか ら求愛す るのは、慎み深 い女性 にふ さわ しくないとわか っている。

オ リヴィアは、女性 として はとて も大胆で誘惑的に見える。 さらに、劇
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の冒頭 で、亡 くな った兄 の喪 に服 して い る と して、 オ ー シー ノか らの求

婚 を断 り続 けて いた に もかか わ らず、 ヴ ァイオ ラ(=シ ザ ー リオ)に 会

った 瞬 間 に恋 に落 ち、 大 胆 に アプ ローチす るオ リヴ ィアの姿 は、心 変 わ

り しや す く、思 った こ とを心 に閉 ま ってお けず にペ ラペ ラ しゃべ って し

ま う、 当時非難 され て いた女 性特 有 の欠点 を表 して い る よ うに もみ え る。

一 方
、 ヴ ァイ オ ラは男 装 に よ って、男 性 と して はオ ー シーノ に対 して臆

せず に 自分 の意 見 を述 べ る ことはで き るが、本 来 の女性 と して はオ ー シ

ー ノへ の想 いを心 に秘 めて 口に出せ ず にい る。 それ ゆえ、 大胆 なオ リヴ

ィア と照 ら し合 わせ ると、 オ ー シー ノへ の気持 ちを心 に閉 ま って い る ヴ

ァイ オ ラはそ の分 よ り慎 み深 くみ え る。 「男 」 と 「女 」 の あ い だ を行 き

来 し、 っ らい状 況 に耐 え るこ とに よ り、 ヴ ァイオ ラは精 神 的 に成長 して

い く。

自分 の想 いを秘 め た ままの ヴ ァイオ ラだが、 男装 した ヴ ァイ オ ラが語

る言 葉 にオ ー シー ノは心 を傾 け惹 か れて い く。 そ して最 後 に は、男 装 が

明 らか にな り、 ヴ ァイオ ラはオー シー ノか ら求 婚 され、 幸 せ を手 に入 れ

る。

シェイ クス ピアの劇 の なか で、 ロザ リン ドや ヴ ァイオ ラの よ うに、 男

装 す る ことに よ って 自分 の言 葉 で 自由 に語 り、 運 命 を切 り開 き、幸 せ な

未 来 を 手 に い れ る ヒ ロ イ ン は、他 に も、 『ヴ ェ ニ ス の 商 人 』(The

Merchant(ゾVenice)の ポ ー シ ャ(Portia)や ネ リ ッ サ(Nerissa)、

『冬 物 語 り」(TheWinter'sTale)の パ ー デ ィ タ(Perdita)、 『シ ンベ リ

ン』(Cymbeline)の イ モ ー ジ ェ ン(Imogen)な ど が 挙 げ られ る。 ロ ザ

リ ン ドや ヴ ァイオ ラの よ うに、男 装 す る ことに よ って、 自分 の考 えや意

見 を 自由 に述 べ、 勇気 を もって 自 ら選 んだ道 を生 き るとい う、主 体 的 に

行 動 す る ヒロイ ンに、 両性 具有 のイ メ ー ジを築 きあ げた エ リザベ ス1世

を筆 頭 に、 教 養 高 い知 的 な 女 性 たちが活 躍 した、 当時 の イギ リス社会 の
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雰囲気が反映 されているといえ るだろ う。
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お こ な っ た 講 演 原 稿 に 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。 神 奈 川 大 学 石 井 美 樹 子 教 授 に 最 初 の 読 者 と
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